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剛体球系の粘性係数及びその SheaHateに対する依存性を,非平衡分子力学により






心速度のⅩ成分を持っ｡従って,基準領域にある速度 (ui,Vi,Wi) を持つ粒子 i
の上側の領域-の像 i′の速度,座棟として
Ui′-Ui+DL ; Vi′ - Vi; Wi′-Wi
Xi′ - Xi+Dい ; Yi′- Yi; Zi′-Zi
(1)
(2)
ととる｡ iの下側の領域-の像 i〟の位置,速度は, (1),(2)で十を一 に換えた
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ものを与える｡更に粒子 iが基準領域から上側,下側に出て行った時には iの位置 ,














の rOOtmeanSquare )と取った時, 10,000回の衝突以内で実現されたo これを物理
的時間に換算すると,剛体球の直径,質量をAr原子と同じものにとると0.4×10~10S
になる｡一方,速度分布は数千回の衡突以内に近似的な Maxwel分布となる0
単位系として,剛体球の直径 O,質量M,及び 7 -0(M/kBTo) (Toは任意の温












J膏 ･去 ･p x z
から求まる｡
我々の計算では,pr-0･1 から p,-0･68まで8点の密度について,I)I-1/120,






〟r 符(IT P甲o RangeofO
0.1 0.21±0.01 0.21±0.01 0.65- 4.8
0.2 0.26±0.01 0.25±0.02 0.66- 1.2
.0.354 0.52±0.02 0.55±0.04 0.43-㌔0.96
0.6 2.9 ±0.2 2.9 ±0.1 0.53-1.49
0.667 6.5 ±0.3 6.6 ±0.5 0.34～ 1.48
0.667(a) 7.9 ±0.3 7.6 ±1.6 0.36-0.92
0.667(b) 8.7 ±0.2 8.6 ±0.4 0.36- 0.55
分子力学より得られた
甲.(D,,Pr)-q(T,OD





qoの shear-rateによる変化は p,-o･354,Pr-0･667の 2点で調べたo図 1より







































Enskogの値 かE(T,P,)で規格化 して表わしたものo｢●｣は我々の得た結果で, ｢XJ はAlder達の得た結
果である｡
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